
グローバルな要求事項

リードタイム短
縮

変更への柔軟
な対応

ガバナンス向
上

事故などへの
迅速な対応

将来予測、事
前評価の実施

透明化

グローバルなテクノロジトレンド

モデリングの活
用（ノーコー
ド）

モジュール化と
組み立て産業

化

AI活用

アジャイル開
発

DevOps

スキルベース
の人材管理

デジタルエンジ
リング

GEMS;
Gaming,

Exercising,

データ重視

国内の状況

主要ツールが海
外製

デジタル赤字

メディアによるバッ
シング

過度のセキュリテ
ィ、品質要求

低いデジタル競
争力ランキング

ブレーキが強くチ
ャレンジしにくい

キラキラした技術
への集中

デジタル敗戦と
いう指摘

ユースケース重
視

基盤整備の軽
視

汎用的なDX基
盤の不足

海外を表面し
か見えていな

い

海外追随で常に
周回遅れ

国外で展開困
難

国内状況をもと
にした独自サー

ビス

日本への社会要求

国内マーケット
の縮小

拡大する海外
マーケットへの
対応

グローバルベー
スの開発

企業 個人

きっかけがない
中⾧期展望
は理解するが
取り組めない

国内マーケットに
とどまっている

取り組めてこ
なかった

技術

AIテストへの対
応

AI開発への対
応

ノーコード・ロー
コードの活用

正確で迅速な
要件定義の実

現

OSSの活用

可視化の実
現

ソフトウェアを作
るから使うへ

価値での評
価

モデリングの活
用 モデリングツー

ル

ソフトウェア、ル
ールの組み立
て産業化

迅速な開発

柔軟な開発と
保守

DevOps

データマネジメ
ン、ガバナンス
高度化

結果の予測

アーキテクチャ
の明確化

データの価値
を引き出す仕
組み

正確なコミュニ
ケーション

アプリマーケット
プレイスの活用

コミュニティへの
参加

構成管理の実
施

コストと時間の
削減、品質向

上

セキュリティ技
術の導入

タスク管理ツー
ル等の導入

プロマネの高
度化

開発者と運営者
が分離して

DevOpsしにくい

デザインパター
ン

デジタルエンジ
ニアリング

デジタルツイン

ルールの可視
化、モデル化

運用からの迅
速ンフィードバ

ック 構成管理や
SBOM

セキュリティの
確保

多様なデータの
活用

最新情報が深く
理解されていな

い

海外視察が旅
行でしかない

多くの視察

ニースにあった
ソフトを適時に

提供

データをいつで
も使える

ルールへのコン
プライアンス

LegalTech

データ

プロセスモデル
、データ

テキスト、数字
データ

図面データ センサーデータ

地理空間デー
タ

法律等ルール
データ

見学先からクレ
ーム

海外情報を読ん
でいない

知見がたまら
ない

プライシングメ
カニズムが欲し

い

コストと期間は類
推法が主流

新サービスやコ
ア技術の創出

優先順位付け
した投資

品質高いプロ
ダクト

相互運用性の
確保

標準などの活
用

プラットフォーム
型

使いやすく操
作間違いのな

UI

プロトタイプ等の
活用

UIツールの活用

シミレーションの
実施

人材

プロジェクト/プ
ロデューサの
不足

アーキテクトの
不足

要求定義、モ
デリング人材
の不足

成⾧の機会がな
い人がいる

エンジニアのス
キルアップの仕
組み提供

エンジニアの待
遇が低い

優秀なエンジ
ニアを適時、
適切に供給

スキル標準

スキルスタンダ
ードの推進

教材

流動化の仕
組み（ベンダ
、ユーザ融合

エンジニアの
不足

エンジニアを適
正配置し、能
力を活用

人材供給して
も適正配置さ
れない

魅力ない企業
は人材がいなく

なる

英語

海外の情報源

トランスフォー
ムできない人

材

企業とエンジ
ニアが納得す
る評価指標

能力向上

自主的自己研
鑽の少なさ

エンジニアへの
目標の明示

レガシー保守
等、経験型業
務の実施

国内の情報源

多くの人が国内
の情報源を重視

外部コミュニテ
ィへの参加、
関係構築

社内でモデリ
ングが求めら
れていない

グローバル社会で活躍する未来

既存の情報
産業でなく総
合力を強化

グローバルレベ
ルの日本のデ
ジタル産業

産業や国民生
活がデジタル
の恩恵を享受

世界で輝く豊
かな日本社会

グローバルサー
ビス展開

グローバルサー
ビス人材育成
、成⾧モデル

Think global

企業や技術者
はグローバルに
切磋琢磨

制約を、グロー
バル競争の観
点から突破

量的拡大でな
く高付加価値
化を指向

縮小する国内
人口と市場

国内問題で
疲弊しグロー
バルとギャップ

強固な国内
制約と文化

Software is
eating the

world[

Software
Defined
Society

Stakeholder

ユーザ企業

ITコンサル、SI パッケージ、サ
ービス事業者

コンテンツ事
業者

Edgeデバイス
事業者

組み込みソフ
ト事業者

ソフトウェアが重
要

ソフトが止まると
社会の活動が
止まる

国内マーケット
しか見ていな

い

日本の強みを推進
Edge-cloudと
の協働

高いサービス
品質、信頼

性

ロボティックス
との協働

ホスピタリティ
の実現（曖
昧性の許容

組織

共通課題

齟齬のない合
意形成

契約・規約の
標準化

リソースマネジ
メント（成⾧
できる仕組み

基礎情報の不
足

人材不足

システムやサー
ビスを計画外
停止させない

企業のレピュテ
ーションに直結

人が変わっても
維持、拡張で
きる仕組み

モデル規約、モ
デル契約

知識管理

理解の相違

最新情報収集

ユーザー企業

経営者の意
識の低さ

内製力の強
化

調達力の強
化リアルタイムな

サービス実現

組織の成熟
度向上、可視

化

データの供給

計画の精緻化
（コスト、期間

）

不十分な仕
様

内部推定

新システムゼロベース構築

可視化デジタル視点で
問題ない機能

デジタル視点で
問題ある機能

レガシーの脱
却

デジタル時代
に合わせた改

革

デジタルガバナ
ンスコード

デジタルサービ
スの品質確保

新技術の導入

適切なベンダや
要員の選定、
管理

ベンダとのコミュ
ニケーション向

上

ベンダ

受注者としてのベンダ

利益確保のた
めの無理な受

注

ノウハウを蓄積
してサービス高
度化したい

生産性を高め
たい

旧技術、手法
への対応

無理な要求へ
の対応

発注者としてのベンダ

品質管理をし
たい

プロジェクト管
理をしたい

サービサー

組み合わせ

チャレンジを推
進する文化

打破しなければいけないポイント
社会全体で
デジタル化の
意味の理解

国際相互牽
制になるアプ
リ創出

最新情報共
有の仕組み

顕在化している課題

従来の手順アナログな制度

抵抗する人のマインドセット

今やらなくても
よいという先送
り意識

何とかなるとい
う楽観意識

変更を否定す
る意識

チャレンジの
奨励 制度のアジャ

イルガバナン
ス

サービスの俊
敏性の確保

マインドセット
を変える啓発

社会の共通
基盤の整備 全産業

デジタル基盤
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